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――アメリカ

リゼーションとは

の宇宙・情報戦略との関わ

何か

りで――

は じ め に

藤 岡 惇

「グローバリゼーション」

要素（マネー・商品・情報，

の壁が，グーンと低くなり

動きまわるようになる傾向

けは，ソ連など東側陣営が

るようになってきたこと，

とは，通常，経済の地球規

ただし労働力は除く）の移動の

，これら経済要素が，国境の

を示す言葉です。この言葉が

解体し，マネーや財貨が地球

インターネットなどの情報技

模化ともいわれ，経済

障害となってきた国境

壁を越えて地球規模で

流行しはじめたきっか

全体を自由に行き来す

術（ ）革命によって，

この動きが加速されたこと

日本の主流派エコノミス

ようなグローバリゼーショ

あり，順応していく以外に

ションに順応できた優等生

カ型モデルにむかって構造

にありました。

トも，小泉さんたち「構造改

ンの動きは，資本主義の発展

ないと，庶民に説いています

として，アメリカ経済を描き

改革する以外に生き残る道は

革」派の面々も，この

に伴う必然的な流れで

。またグローバリゼー

だし，日本も，アメリ

ないと説教します。

「われらの前には１本の道し

この道を歩む以外にない。

いう『一人勝ちの成功モデ

のか。それとも脱落して地

です。

（ ）

かない。生きのびるためには

当面は荊の道だろうが，そ

ル』が待っている。さてお前

獄に落ちてしまいたいのかね

，いくら苦しくても，

の先にはアメリカ型と

さんは，この道を歩む

」と，迫ってくるわけ



そこで以下，

勝ちの経験」とい

義のもとで経済の

立命館経済学（特別

「グローバリゼーション」

うのは，日本人が真似ること

国際化が進むと，グローバリ

号）

とは何であるのか，「米国の一

ができるものなのか。 資本

ゼーションという形をとるよ

人

主

う

になるのは不可避

とができるのか。

を述べてみたいと

なのか。 資本主義のもと

「もう一つの世界」が可能な

思います。

１．グローバリゼーショ

でも，「もう一つの道」を選ぶ

のか。これらの点につき，私

ンとは何か

こ

見

「グローバリゼ

力）の「自由移動

国」ですね。この

「自由移動」―

境が低まること，

るようになったこ

する宇宙・情報技

ーション」の本質を，中国人

の全球化」とじつに的確に

表現のなかには「グローバリ

国境を越えたモノの移動にた

「全」―この動きが史上は

と， 「球」―世界を平面と

術の革命をともなっているこ

はモノ（財貨・資本・情報・

捉えています。さすが「漢字

ゼーション」の３つの標識―

いする国家的制約が弱まり，

じめて 億人の全人類をとら

してではなく，球体として管

とが含まれています。

軍事

の

―

国

え

理

ソ連圏の解体の

同時に宇宙から地

代の初頭のことで

めてリアリティの

年の１月に

配権を確立するた

おかげでモノの移動の自由化

球を球体としてとらえ管理で

す。このとき「グローバリゼ

ある「生きた言葉」となった

大統領の諮問にこたえて，ア

めの戦略を提起する報告書を

が地球全体を覆うようになり

きる時代となったのは，

ーション」という言葉は，は

のです。

メリカの宇宙委員会が宇宙の

出しました。委員長のラムズ

，

年

じ

支

フ

ェルドは，その直

配できる」という

書の表紙です。地

います。これを見

（大部分が軍事衛星

（ ）

後に国防長官に任命され，

新ドクトリンを実践しつつあ

球のまわりにどれだけの人工

ると現在は，高度 キロ以

）が這いつくばるように回っ

「宇宙を支配する者が，地上を

ります。面白いのは，この報

衛星が広がっているかを示し

下の低軌道に大多数の宇宙衛

ていますが，３万 キロの

支

告

て

星

静



グローバリゼーションとは何か（藤岡）

止軌道を回わる衛星も増え

権が，月面から火星あたり

グローバリゼーションは，

置き換わるのではないでし

２．アメリカの

ていることがわかります。も

まで広がり，そこから地球を

「プラネタライゼーション（惑

ょうか。

経済覇権戦略とグローバリ

しこんご米国の宇宙覇

支配するようになると，

星化）」という言葉に

ゼーション

なるほど生産の世界化や

であり，資本主義の発展と

う。ただし，今日進んでい

（ ）

経済の国際化の趨勢は，いわ

ともに進展していくのは必然

る経済のグローバリゼーショ

ば資本主義の生活現象

だといってよいでしょ

ンは純経済的現象でも



なければ，生産の

もないのです。結

カの経済覇権再建

立命館経済学（特別

社会化・世界化一般，経済の

論から先にいえば，それは，

戦略の所産であり，高度に政

号）

国際化一般に解消できるもの

冷戦時の遺産を活用したアメ

治的で戦略的な思惑の産物な

で

リ

の

です。

年代にアメ

・解体させること

資本主義世界市場

加したわけです。

と， 年代に漁夫

米国の経済覇権を

リカの支配層は，ソ連を宇宙

に成功しました。東側の解体

に組み込まれる人間の数は，

格段に広がった世界市場のな

の利を得ていた日本や欧州諸

再建すること，――これが

軍拡競争に引きずりこみ，破

と非同盟運動の衰退のおかげ

億人から 億人に一挙に３

かで獅子の分け前を獲得する

国の経済的挑戦をおさえこみ

年代の米国支配層の最大の戦

産

で，

倍

こ

，

略

的課題となりまし

いにしてきた軍事

放し，日本・欧州

市場を席巻する武

軍事的・経済的

ョナリゼーション）

産」という武器を

た。そこで冷戦時代にはソ連

技術と諜報能力，この冷戦期

を経済的に打ち破る武器に，

器にするという決断をクリン

覇権を再建するため，米国は

という飛行機をハイジャック

使って。その結果，米国支配

側に流出するのを恐れて機密

の「含み資産」を商業世界に

アメリカンモデルでもって世

トン政権は下したわけです。

「経済の国際化」（インター

したのです。冷戦期の「含み

層によって強引に操縦された

扱

開

界

ナシ

資

特

殊なタイプの国際

ばれる現象の実体

化が現れてきたのです。これ

だと思います。

３．グローバリゼーション

が，グローバリゼーションと

の軍事的起源

呼

「国境の壁」の

しますと，このよ

にまでさかのぼる

って国境の壁は，

動する時代が始ま

（ ）

強引なとりこわしをグローバ

うな「強制型国際化」の起源

ことができると思います。宇

強制的に消滅させられ，核戦

ったからです。どの国も，領

リゼーションの基本的な特質

は， 年代の宇宙技術の革

宙衛星と核ミサイルの出現に

力は国境を越え，地球規模で

空を侵犯する核ミサイルや偵

と

命

よ

移

察



グロー

衛星の侵入を阻止する手立

た。また核戦争がおこれば

は，宇宙衛星を軸に単一の

バリゼーションとは何か（藤岡）

てをもちませんから，泣き寝

，地球規模で闘われるほかな

指揮系統に統合された。地球

入りするほかなくなっ

いので，西側の核戦力

を一体にするかたちで

核戦争を戦い抜く態勢が整

一統合作戦計画）態勢の構築

ささえる情報技術（ ）基盤

このように言いますと，

に大きな役割を果たしたの

（国内総生産）に占める

た。しかし科学技術資源の

えられたのです。このような

のなかで，その後の経済グロ

が生みだされることになりま

アメリカ経済のなかで軍事部

か疑問だと反問されるかも

軍事部門の比重は，冷戦期

投入比率でみると，一貫して

（サイオップ，単

ーバリゼーションを

す。

門というのは，そんな

しれません。確かに

でも６％から９％でし

３分の１から４割を占

めてきたのです。したがっ

門に投入された資源がアメ

です。

４．

て，新しい生産力や技術開発

リカ経済に果たした役割は，

軍事覇権の維持と諜報覇権

を考えた場合，軍事部

予想外に大きかったの

経済のグローバリゼーシ

す。なぜなら新自由主義的

地域のエコロジー秩序を破

み出し，テロリズムの温床

ます。それに対して宇宙空

経済グローバリゼーション

ョン戦略にとって欠かせない

な政策は，放っておくと，貧

壊します。そうするとハング

になりますし，「市場」を「

間を支配し，宇宙をベースに

の進展を警護していこうとい

のが軍事覇権の堅持で

富の格差を激しくし，

リーはアングリーを生

戦場」に変えてしまい

した軍事覇権でもって，

うのが，現下の米国の

戦略となっています。その

・コマンド（宇宙軍団）なの

統合参謀本部議長となり，

もに，反テロ報復戦争の指

ルに達する米国の宇宙資産

（ ）

意味でアメリカの新しい軍事

です。宇宙軍団司令官であっ

宇宙軍拡の旗振り役のラムズ

揮をとっています。アフガン

が駆使され，湾岸戦争を「古

部門の花形はスペース

たマイヤーズ将軍が，

フェルド国防長官とと

の戦争では， 億ド

代史」にするほどのハ



イテク戦争が展開

たった一人で，タ

勝ちです。

立命館経済学（特別

され，米軍の圧勝に終わりま

リバーン軍を粉砕できたので

号）

した。米軍側の直接の戦死者

すから，まさにアメリカの一

は

人

いま一つ重要な

および英連 ３カ

ゆる （ウ

ちは，世界の共同

ドイツ・日本とい

たのです。無線・

５カ国が収集して

のが，諜報覇権の商業的活用

国のあいだに「信号諜報にか

クサ）協定が結ばれました。

支配体制を続けるために，ソ

った離反の恐れのある「同盟

有線・海底ケーブル・通信衛

くる情報量は増大の一途をた

です。 年５月に米国と英

んする英米秘密協定」――い

アングロサクソンのエリート

連圏にとどまらず，フランス

国」も監視する体制を作りあ

星の傍受・盗聴をとおして加

どったので，そこから「戦略

国

わ

た

・

げ

盟

情

報」だけを効率的

タの検索システム

冷戦期に形成さ

る手段として，日

うになりました。

想定するように

宇宙衛星を使った

に選別するために，「エシュ

（サーチ・エンジンの原型）が

れた諜報能力は， 年代後半

本を「経済敗戦」に追い込む

その意味ではグローバル市場

「見えざる神の手」で導かれて

米国国家安全保障局の手で導

ロン」という巨大なコンピュ

年代初頭に 動し始めまし

からは米国の経済覇権を再建

ための手段として運用される

というのは，市場原理主義者

いるのではありません。むし

かれていると言うべきなので

ー

た。

す

よ

の

ろ

す。

なおこのあたりの

書店）が優れてい

日本の 年代は

日本の製造業の競

たことと， 年代

壊とが複合した結

解説としては，産経新聞特

ますので，ご参照ください。

，なぜ「失われた 年」にな

争力を押さえ込む戦略をとっ

初頭に日本でおこった世界史

果なのです。これを好機とし

別取材班編『エシュロン』（

ったのでしょうか。アメリカ

てきたことの成果が結実して

上最大級の土地・株バブルの

てアメリカは，冷戦期に軍事

角川

が

き

崩

部

門内に封印してき

て出たわけでして

まったく異なる日

（ ）

た「含み資産」を活用してグ

，アメリカのような「含み資

本が，米国の政策を真似ても

ローバリゼーション戦略に打

産」をもたぬ日本，前提条件

効果がないことは明らかです

っ

の

。
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５．上からの

バリゼーションとは何か（藤岡）

米国主導型グローバリゼーション

のもたら

貿易拡大など経済の国際

タイプがあります。貿易の

が高まるばあいは，両国が

望ましい結果をもたらしま

リゼーションのばあい，貿

す破滅的コスト

化には，「良い国際化」と「

結果，双方の国の福祉と生活

共に得をする「ウィン・ウィ

す。ところが， 年代に米国

易当事国の賃金や人権の水準

悪い国際化」の２つの

水準，民主主義の水準

ン・ゲーム」であり，

主導で進んだグローバ

，環境の基準というも

のを切り下げないと生き残

存競争」を強いられ，莫大

くなってきたのです。なぜ

に編入された 億人の民衆

ためには環境汚染を厭う余

民衆が突如として 億人も

段に強め，賃金と人権・環

れない。このような「最底辺

な「外部不経済のコスト」を

ならば，東側の崩壊の結果，

は，どんなに低賃金・低福祉

裕のない人々だったのです。

現れたことが，労働市場にお

境基準を押し下げる力となり

にむけての破滅的な生

発生させる事例が，多

新しくグローバル市場

でも働きたい，生存の

このような職に飢えた

ける資本家側の力を格

ました。いま一つは，

（情報技術）革命です。資

ることで，労働者側に条件

本移動の自由化と移民制限

者・地域の力関係は，前者

運動の強い地域を離れて，

るぞという脅しを資本側は

本家は を装備した機械と

切り下げを強要する力を獲得

の強化が同時に進んだおかげ

に有利な方向に大きく傾きま

もっと低賃金でも従順に働く

かけることができるようにな

労働者とを競争させ

しました。第３に，資

で，多国籍企業と労働

した。労働運動や人権

地域にいつでも移動す

ったのです。

その結果，地域に生きる

り，税源の枯渇から福祉制

文化と価値のシステムやエ

福祉国家は「競争国家」に

利が形骸化するという状況

（ ）

市民たちの生命の再生産条件

度の維持が困難になり，地域

コロジー的秩序が破壊されて

なり，「治安国家」に変質す

が出てきたのです。

の切り下げ競争がおこ

のなかで育まれてきた

いくことになりました。

るなかで民主主義的権



このようなグロ

いま急速に増えて

論調査によると，

立命館経済学（特別

ーバリゼーションの否定的作

います。本年１月のダボス会

「グローバル化が働く者の権

号）

用を肌身で感じている日本人

議で公表された世界 カ国の

利や労働条件，給与をどう変

が

世

え

るか」という質問

の最低。「悪くな

われます。 年前

が国の ，内

「奪いあい市場」

にたいして，日本のばあいは

る」は ％と経済危機のアル

とはまさに様変わりです。中

陸部では です。この中

に参入してきたことが，悲観

「良くなる」が ％で カ国

ゼンチンに次ぐ高さだったと

国の賃金水準は沿岸部でも，

国が低賃金を武器に，仕事

論の背景にあります。

中

い

わ

の

上（宇宙）から

を未曾有の規模に

ました。

資産バブルの規

たとえば， 年

６．資産バブルの形

管理された米国主導のグロー

膨らませ，巨大な規模で信用

模というのは， 世紀に入っ

恐慌がなぜアメリカで起こっ

成と崩壊

バリゼーションは，資産バブ

崩壊をひき起こす原因にもな

てからは巨大化する一方です

たのかというと，新しい自動

ル

り

。

車

革命に対する度外

おかげで，史上最

一旦破裂すると経

のなかで，過剰な

できないところま

世界史上２番目

れた熱狂とアメリカが覇権国

大のバブルが米国の株式市場

済は決定的なダメージをうけ

生産設備と過剰失業者とを

で行ったのです。

の大バブルは， 年の日

になるという期待の先物買い

で形成されたからです。それ

，結局は第２次世界大戦の戦

「最終処理」しないことには解

本だと思います。当時の日本

の

が

火

決

は

「ジャパン・アズ

れ行け，ドンドン

地・株の資産バブ

円，合計で 兆

分です。バブル膨

（ ）

・ナンバーワン」と言われて

」とばかりに生産能力を拡大

ルが大変な規模に膨れあがっ

円に達するバブルが形成さ

張の方法を支配層が手にする

，経済大国ブームにのって，

していった。そういうなかで

た。土地で 兆円，株で

れたといわれます。 の２

ことができると，通常の景気

「そ

土

兆

年

循



グロー

環の波を押しつぶしていく

（資産価値の上昇による消費増

る。そういうかたちで戦後

バリゼーションとは何か（藤岡）

ことができます。循環性の消

効果）の勢いで押しつぶし，

年間やってきたものが，つ

費不況をバブルの膨張

高度成長を続けていけ

いに 年にバブルが

極点に達し，破裂すること

世界史上３番目の大バブ

カで生じました。 革命へ

はないかという期待が複合

況をささえてきた。それが

になったのです。

ルというのは，その 年後の

の熱狂とアメリカは覇権国

して，空前の資産バブルが米

今つぶれはじめたのです。

年代後半に，アメリ

としてよみがえるので

国で発生し， 年代好

垂直的なグローバリ

最後に論じたいのは，こ

違う「もう一つの道」とは

問題です。

アメリカ主導のグローバ

７．もう一つの道

ゼーションに対抗する水平的

うした上からの強制型のグロ

何であり，資本主義のもとで

リゼーションの根本的組み換

な国際化の道

ーバリゼーションとは

実現可能なのかという

えを求める市民運動が

形成されてきた転機は，今

イロで開かれた地球サミッ

な市民運動団体が世界的な

ーバリゼーションに反対す

年 月の 閣僚会

春季会議（ワシントン）

から 年前の一九九二年にブ

トだったと思います。これを

交流を進めるようになり，米

る社会運動が高揚するように

議（シアトル）で７万人，

で３万人， 年４月の米州

ラジルのリオデジャネ

きっかけに，さまざま

国主導の上からのグロ

なりました。たとえば

年４月の世界銀行・

サミット（ケベック）

で５万人，そして７月の

ゼーションに反対する社会

昨年９月 日のテロリス

ション市民運動にたいして

兆しもあります。毎年１月

（ ）

７サミット（ジェノバ）での

運動が未曾有の高揚を示して

トによる蛮行は，とくに米国

大きな打撃を与えましたが，

末に経済人が集まる「世界経

万人と，グローバリ

きたのです。

内の反グローバリゼー

この打撃から立ち直る

済フォーラム」（ダボ



ス会議）に対抗し

社会フォーラム」

数のドイツ系小農

立命館経済学（特別

て， 年からブラジル最南

が開かれるようになりました

民が入植したところで，協同

号）

端のポルト・アレグレで「世

。ポルト・アレグレ周辺は，

組合農民を軸に水平型の国際

界

多

化

を探求してきた伝

というスローガン

開催され，第１回

（マネー）の論理に

よいのか。米国主

的な国際化」を進

統のある地域です。今年１月

をかかげて，再びこの地で第

目の４倍の６万人の参加者が

対して，いかにして「社会」

導型の「垂直的なグローバリ

めるにはどうしたらよいのか

「もうひとつの世界が可能だ

２回「世界社会フォーラム」

ありました。そこでは「経済

（人づくり）の論理を優先した

ゼーション」に対抗して「水

が，集中的に議論されたので

」

が

」

ら

平

す。

各国の自主性と

を低めていこうと

成の歩みが，その

じ資本主義のシス

８．水平型国際化

内発性を尊重しながら，双方

する道を「水平型の国際化」

ひとつの到達点を示している

テムですから，欧州連合本部

の条件

の合意の下で，慎重に国境の

と名づけますと，欧州連合の

ように思います。もちろん，

の官僚主義とか，いろいろな

壁

形

同

弱

点もありますが，

ないという「思い

こうした「もう

に，使用価値の質

ることです。市民

てきました。たと

国際化といえば，米国主導の

込み」を正す役割をはたして

一つの道」を考える場合，大

，あるいは生産力の質という

運動の側が，使用価値論を展

えばブラックバスという外来

グローバリゼーションの道し

くれています。

事なことは何でしょうか。第

ものを事前にしっかりと評価

開することが必要な時代にな

種の魚がいます。ブラックバ

か

一

す

っ

ス

を琵琶湖に持ち込

「主観的な効用」

な自然科学的研究

し，客観的な回答

貿易によって別の

（ ）

むのは正しいのか，間違って

論に逃げていては解決できま

をしないかぎりは，外来種と

がえられないでしょう。同様

地域に持ち込むことが望まし

いるのか。この問題は，個人

せん。琵琶湖の生態系の徹底

在来種との相性もわかりませ

に，外国産のある特定の財貨

いかどうかは，その地域の内

の

的

ん

を

発



グロー

的な発展課題と移入財の特

はありません。日本と中国

解決していくためにも，良

バリゼーションとは何か（藤岡）

性，輸出する地域の課題とを

のあいだの貿易紛争，セーフ

い貿易なのか，悪い貿易なの

総合して判断するほか

ガード問題を前向きに

かを判定し，評価でき

る仕組みを作っていく必要

第二に大事なことは，バ

クされたグローバリゼーシ

ますが，肝心の人間の移動

移民や外国人労働者，とく

れ，選別されているかは，

ばあい，財貨とマネーの自

があるでしょう。

ランスのとれた国際化です。

ョンは，軍事力とマネー，貿

は，厳しく制限されたままで

に途上国からやってきた人が

ご存知のとおりです。これに

由移動だけでなく，域内の人

アメリカにハイジャッ

易財だけは自由に動き

す。米国の空港では，

，いかに厳重に管理さ

たいして，欧州連合の

間の自由移動が認めら

れています。人間の移動が

ランスのとれた国際化，人

思います。

９

モノと同じ程度に自由化され

間が大切にされる国際化の重

．環境観・人間観の転換

ているかどうかが，バ

要なメルクマールだと

第三に，そもそも私有・

ても，しっかりと探求する

境観・人間観が問われてい

といのちの流れのことであ

ません。したがって，人間

いては所有し，商品として

商品化・貿易になじまない財

必要があります。この点では

るのです。「環境」とは，本

り，人間は，環境（宇宙・大

は，自らの力で作りだせるモ

貿易することができますが，

は何かという点につい

経済学のよって立つ環

来，宇宙におけるモノ

自然）の子にほかなり

ノ（労働生産物）につ

人間を作りだす基盤

（大地・水資源・遺伝子・生命

てはならないのです。また

についても，通常の労働生

を枯らしていくことになり

ますが，ドーピングされた

（ ）

システムなど）については，商

両者の中間領域たる食と農，

産物とは異なる扱いをしない

ます。スポーツ選手にはドー

肉牛は自由に商いされ，いま

品にしたり，貿易し

ケアと教育，学術文化

と，人類の生命の根源

ピングが禁止されてい

「狂牛病」をもたらし



ています。

米国主導型のグ

ョンの守護者たる

立命館経済学（特別

ローバリゼーシ

米国宇宙軍団傘

号）

下部隊の徽章には

スター・オブ・ス

支配者）なり」と

しかし人間は，

支配者ではなく，

であり，一時の間

のでしょうか。

「われらは，マ

ペース（宇宙の

記されています。

宇宙（大自然）の

宇宙と大地の子

借り人ではない

しかし「環境の

歪んだ人間観にた

とづいて，無差別

強行され，人間の

した。年間の二酸

が安定しないとさ

を浪費し，地域の

宇
（

所有者」という

つ貿易理論にも

な貿易自由化が

生存の基盤たる地域のエコロ

化炭素排出量を 億トンから

れているのに，莫大な物量の

資源循環経済づくりに逆行し

宙軍団傘下の第 宇宙部隊の徽章
コロラド州シュリバー空軍基地）

ジー秩序の崩壊を招いていき

億トンまで下げないと，気

貿易が行われ，大量の化石燃

てきたのです。

ま

候

料

経済評論家の

（ ），エネルギ

をしなければなら

はならないという

来年３月には世

ったい誰のもので

内橋克人さんは「 自給

ー（ ），人間のケア（

ない。生命活動に直接にふれ

，使用価値的な区別をされて

界水フォーラムが京都・滋

，どのように管理していけば

圏」を提唱されています。食

）は，できるだけ地域で自

る部分は市場原理だけに委ね

いるわけです。

賀で開かれますが，「水資源は

よいのか」という根本問題を

料

給

て

い

め

ぐる世界的なダイ

ィを形づくる文化

てきた文化財はす

その魂と言語・文

霊」となっていく

（ ）

アローグが，来年行われるで

財についても，貿易を制限し

べて母国に返還すべきです。

化を失い根無し草となり，

ほかないからです。わが国で

しょう。民族のアイデンティ

，これまで大国が略奪・輸入

そうしないと，弱小な民族は

グローバル市場をただよう

も，閉じこもりとストーカー

テ

し

，

「幽

が



グロー

増えていますが，地域社会

魂たち」が，悲鳴をあげて

バリゼーションとは何か（藤岡）

と大地，宇宙に根を下ろせな

いるのです。

かった「一人ぼっちの

最後にテロリズムとどう

魂を奪い，幽霊として漂わ

る無力感の暴発，絶望的で

から，グローバリゼーショ

．テロリズムの問題

闘うのかという問題です。グ

せていると述べましたが，こ

自虐的な反抗がテロリズムな

ンの強制と民主主義の死こそ

ローバル市場は弱者の

のような事態にたいす

のだと思います。です

が，テロリズムを生み

出しているのです。もちろ

大打撃をうけますので，民

ねばならないのですが，と

反対し，民主主義を生き返

けないと思います。

「グローバリゼーションが

ロジスト活動家のバンダナ

ん，テロリズムによって，民

衆運動のなかからテロリズム

同時に，暴力の温床であるグ

らせる運動によってしか，テ

テロを生む」という論説の

・シヴァさんは次のように書

主的な市民運動もまた

を克服する動きを強め

ローバリゼーションに

ロリズムを克服してい

なかで，インドのエコ

いています。「民主主

義とは，うつろな貝殻では

なる選挙の儀式ではなく，

り方を…決めるための力な

テロリズムを克服するには

そグローバリゼーション反

主主義を回復する運動とな

なく，自由社会の命をつなぐ

民衆が自分の運命を，資源の

のです。テロリズムは民主主

，民衆が力を取り戻す以外に

対の運動はテロリズム反対の

るでしょう。もしこの運動が

血です。民主主義は単

運用と所有・使用のあ

義の死から生じます。

ありません。だからこ

運動となり，平和と民

軍隊と世界市場の野蛮

な力で窒息させられたなら

崩壊していくでしょう」と

「テロも報復戦争もノー」

されましたが，その最後は

グの「非暴力・市民的不服

（ ）

，私たちの世界は暴力と混沌

。

を訴えて坂本龍一監修の『

マハトマ・ガンジーとマーテ

従」のパワーについての文章

の悪徳のサイクルへと

非戦』（幻冬社）が刊行

ィン・ルーサー・キン

で終わっています。テ



ロリズムを本当に

と献身を示す非暴

つの道」を創造的

立命館経済学（特別

克服するには，テロリストた

力・市民的不服従の活動家

に築いていかねばなりません

号）

ちを圧倒するくらいの自己犠

の大群が必要ですし，「もうひ

。

牲

と

いま日本海の周

で，米軍と北朝鮮

像に難くありませ

しなかったのは当

結局は核の破局に

実現できるかどう

り出すことができ

囲には 基以上の原子力発電

軍が戦端を開いたら，どのよ

ん。ブッシュの「悪の枢軸」

然です。米国主導のグローバ

私たちを導く道なのです。東

か，「内臓のつながったよう

るかどうかに，私たちの命と

所が 動しています。この地

うな修羅場が展開するかは，

撲滅戦略に，金大中政権が追

リゼーションに追随する道は

アジア地域で水平型の国際化

な経済」（早房長治）を下から

暮らしがかかっています（

域

想

従

，

を

作

本稿

は『経済』（新日本出版社） 年５月号所載の私の報告に，手を加えたものである）。

（ ）




